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居場所のひとこま 
 

■格闘技に興味のある利用者の中学生

はここのところボランティアのお兄さ

んといい汗を流しています。これを

きっかけにいろいろなことが広がって

いきそうな予感(^o^)／ 楽しみです！ 

■右写真は「幸せの食卓」（日テレ）

で使われている報徳会館台所の「かま

ど」から突き出した煙突。今年はご飯

を炊いてみたい... 

 2007年12月22日（土）、つばさ園療育指導員

の山崎育先生を講師にお迎えして、勉強会を開催い

たしました。１８名の方が参加され、お茶を飲みな

がらの気軽な雰囲気で、率直な話し合いの場が得ら

れたと思います。｢なんとなくのにわ｣の存在を知ら

ない方のご参加もあり、大いに励まされました。私

たちにとっても初めての勉強会開催であり、参加し

てくださった方はかなり勇気をもって出てきてくれ

たのかもしれない、と思わされました。 

勉強会終了後、８名の方からアンケートの回答を

いただきました。アンケート中の感想では、｢具体

的な話がなかったことが残念｣というものから｢困っ

た事をもう一度考え直してみようと思う｣｢先生の言

葉がずしりときました｣など、親としての様々な気

づきも書かれていました。今後どのような話を聞き

たいかをたずねたところ、｢いろいろな分野のお話

を聞きたい｣｢ペアレントトレーニングについて学び

たい｣｢公共の場で講演会をしてほしい｣など、気楽

に参加できる会を求める一方で、より深い話を聞き

たい方もいることを痛切に感じました。３月に第２

回を開催予定です。（案内は３ページ） （白井） 

 

以下はアンケートのまとめです。 
１．勉強会を何で知ったか。（重複回答） 

①知人・友人: 6名、②チラシ: 4名、③新聞: なし 

URL http://www.nantonakuno.net/ 
Mail info@nantonakuno.net 

子育て・親育ち勉強会を開催 
 

｢うちの子、ちょっと心配？｣ と思ったら 
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２．印象に残った点や感想など 

■具体的な話（軽度発達障害の内容別の対応）がなかった

のが残念。■｢気になったら連絡を・・・｣の内容に、親は 

｢じゃ、どこへ連絡すれば・・｣ 具体的な連絡先を教えて

ほしい。■様子をみましょうとよく言われ、嫌な言葉だと

思っていましたが、期限を切って仮説を立て、本当に様子

をみてくれたらうれしいなと思いました。■年齢によっ

て、障害児の困ったという意識が違うので、専門機関に相

談するのが大切だと感じた。■割り算をしながらじつは引

き算の勉強をさせているという学びのテクニックがいいな

と思いました。■対応する側（とくに、親）のゆとりがな

いと、いつも自分のものさしで判断するしかないのでうま

くいかない、そういう時の方が多いです。｢こだわりたい

時、いつも同じようにしたい時は、何かにしがみつきたい

時かもしれない｣という言葉がずしりときました。■優し

い暖かな印象のお話でしたが、内容はシビアなところもあ

り、相談支援者としてはグサリとくることもあった。どこ

まで手伝えばどこまでできるかをこちらが知り、本人に返

していくこと、それは大切なことですね。どうしても支援

者が手伝いすぎていたり、逆に本人にできないことを要求

して困らせたりすることが多いような気がします。■困っ

た事をもう一度考え直してみようと思いました。 

３．今後、勉強会でどのような話を聞きたいか。 

■いろいろな分野でのお話を聞かせてほしい。■ペアレン

トトレーニングについて学びたい。■親御さんの困りごと

を相談できる機会を多く持ってほしい。■ 行政に、一貫

した障害に対する指導計画をきちんと持ってほしい。■こ

れから思春期に入っていくので、他の人の困っている事等

も聞いてみたいし、その他何でも情報がほしいです。■社

会的に世間の目は冷たいです。公共の場で講演会をしてほ

しい。 

４．今後、情報交換の場があったら参加してみたいか。 

  はい： 7名 
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お知らせ 

居場所スタッフ、当会ホームページ 

管理人でもある、沼尾忠宏さんが 

三味線漫画ライブをやってます！ 

 

２月２１日（木） 

三味線漫画コラボライブ 

場所：東京シューレ葛飾中学校 

時間：午後１時より 

 

３月１日（土）・２日（日） 

三味線と版画コラボレーション 

ユニット「しゃみはんがボイス」 

場所： ACCELL ギャラリー悠日２ 

          (宇都宮市) 

時間：午後２時より 

詳しくは以下のアドレスへ 

http://www.geocities.jp/

kujiranoryoko/live.html  とちぎ V ネット ボランティア情報 Vol.146 （2008 年 11 月） より転載 

サイエンス・カフェ運営に興味のあ

る方、連絡ください！ 



１１月 ９日（金）サイエンス・カフェ１１・くまの木天体教室 

１１月１６日（金）日光市教育長宛、削減幅見直しの要望書を提出（村上、手塚） 

１１月２５日（日）ベリー会（吉成、沼尾） 

１１月２５日（日）なぜ、今メンタルヘルスなのか 

        （宇都宮こころのクリニック 原隆先生）（村上） 

１１月２６日（月）発達障がい支援者連絡会（第２２回） 

１１月２６日（月）わたげ福祉会（仙台市）研修旅行（吉成） 

１２月 ８日（土）サイエンス・カフェ１２・超高速計算機をつくる 講師：川井敦さん 

１２月 ９日（日）「ワカモノフェスタ」に参加（スタッフ、理事、利用者中学生など） 

                  実行委員として、吉成、沼尾、加藤が参加しました。下欄の加藤レポートをご覧ください。 

１２月２２日（土）子育て・親育ち勉強会（発達障がい支援者連絡会） 

１２月２３日（日）ベリー会（吉成、沼尾） 

 １月 ５日（土）第１９回 理事会 

 １月１２日（土）サイエンス・カフェ１３・静電気のふしぎ 講師：湯澤光男さん（右上写真） 

3 第１１号 

☆ 活動日誌 

「不登校」や「発達障がい」の子どもたちにむけて、学習サポート事業を９月から始

めました。学校での「勉強」の枠にとらわれず、子どもの興味関心をもとに学んでほ

しいという「なんにわ」のコンセプトを生かした「学び」を子どもたちといっしょに作っていく

ための試みです。興味のある方、ご連絡ください。 担当：前田、加藤、吉成、手塚  

毎週金曜日 午後４時から８時まで 会場：日光市民活動支援センター 

発達障がい支援者連絡会  

 

発達障がいを持つ子の親、学校関係者、

市民団体等が自由に意見交換を行い、今

できることに取り組んでいく集まりです。毎

月第４月曜日、午後７時から、日光市民活

動支援センターで開いています。それぞれ

の立場での意見や悩み、助言などの意見

交換、他地域の先進的な取り組みの紹介

もあります。今年度、市教委に所属する臨

床心理士の参加をいただき、参加者が発

達障がいについての知識を深めるような場

所にもしていきたいと思います。どなたでも

参加自由の会です。 

気軽にご参加ください。      （西尾・白井） 

連絡先： 日光市民活動支援センター  

（電話：0288-22-2271） 

 

３月２２日（土） 午後１時３０分より 

本会主催の「しつけ・子育て」について

の勉強会（第２回）を予定しています。 

「うちの子、ちょっと心配？  

 と思ったら」（小中学校編） 
講師：帷子顕二郎さん 
 （臨床心理士、日光市教委 発達相談員） 

会場：日光市中央公民館小ホール 

参加費：無料 

 去年よりも一層、子どもたち、若者たちの姿が際立っているように感じまし

た。作品展示やロリータファッションショーなど、表現しようとする子どもや若

者がいることを確認して、これは何としてでも継続していきたいイベントであ

るとあらためて実感しました。 

 「不登校」シンポジウムもふたを開けたら意義深い話が聴けました。私自

身、司会者ということで、最後の方で話を簡単にまとめてしまいましたが、そ

れぞれ3人とも異なる物語を持っていて、一人ひとりの個性が面白いと思い

ました。ちえこさんが最後に訴えた、子どもにとっての地域の中で信頼でき

る人間関係や居場所作りの必要性は重要な課題を提起していたと思いま

す。また大橋かなえさんが話してくれた内容は、いわゆる「不登校」という言

葉で共有される社会的な鋳型にはまらない、刺激的で面白い話でした。

ピースボートでの体験や屋久島への旅行談、いま夢中になっていること、考

えていることを具体的に話してくれました。誰かに期待された物語に沿うの

ではなくて、重要なのは自分がどう生きて、どうメッセージを発していくのか、

そういう「個」の大切さを教えてくれたのではないかと思います。 

 そういう意味では信田君の「自分に嘘のないように生きていきたい」という

言葉も大切です。控え室での話も含め、司会という「特権」で近くで話が聞

けて非常に良い体験をしたと思います。 

 「マエコの気まぐれBAR」に来てくださった方々、本当にありがとうございま

した。お酒を気持ちよく飲んでいただいてすごく嬉しかったです。スタッフの

みなさんは一生懸命働いてくれましたし、マリエさんには接客指導も含め、

大変お世話になりました。そして自分が一番さぼっていました。今度はもっと

スタッフの面白さを出せるようなBARにしたいです。 

 イベントの成功は、ワカモノ実行委員だけの力ではなく、理解を示してくだ

さる方々の協力があってこそだと思います。「大きなつながり」の中でワカモ

ノフェスタが支えられているということを強く実感しました。今年の成功を喜

びつつ、今後長く継続していけたら最高だと思います。          （加藤） 

学びサポートひろば 



パソコンの世界でよく使われる「デフォルト(default)」というカタカナ言葉が

あります。ネットで検索してみると、「省略時の値。プログラムに与えるべき

値をユーザが設定しなかった場合に採られる既定値。転じて、製品出荷時設定

を指すのにも用いられる」という説明が見つかりました●英語の辞書には「義務などの怠慢、不履行」と訳されてい

ます。ユーザが決定しなくても、適当に割り当てておくという意味なのでしょう●コンピュータやネットワークの設

定で、よくこの「デフォルト」に悩まされます。ソフトウェアを更新したら不具合が起きたといった場合、悩んだ末

にデフォルト設定の変更で解決したというのはよく聞く話です●普段の生活の多くを、「これはこういうものだ」と

いう既成のルールに頼っているのが私たち人間です。いままで思い込みでうまくいっていたことが、環境や人間関係

が変わってしまうとトラブルになる。人間の「思い込み」をコンピュータに持ち込んだものが、「デフォルト」なの

だから事情が似ているのは当然です●いつもと違った所へ出かけるときや初めての人に会うとき、「思い込み」を捨

てて、自分の「デフォルト」がどうなっているか点検してみると、思わぬ発見があるかもしれません。     (T) 

こんな本はいかが？ その３ 
「私のおすすめ本」を紹介するコーナーです。 

投稿歓迎。 

思考のフロンティア『教育』 
広田照幸、岩波書店（２００４年５月） 

〒 321-1261 日光市今市 378 

電話/Fax 0288-21-2631 

E-mail: info@nantonakuno.net 
 

ホームページもご覧ください 

http://www.nantonakuno.net/ 

現在の会員数 

正会員：３５、賛助会員：１７ 

団体会員：３ 入会金はありません。 

年会費（一口）は以下のとおりです 

正 会 員 3,000円 

賛助会員 個人 5,000円、団体 10,000円 

「なんにわ」の活動の約３０％は会費でまか

なわれています。会員の継続をよろしくお願

いします。会員は新たな事業の提案、会の

事業の運営などに直接かかわることができ

ます。皆様の積極的な参加をお願いします。 

特定非営利活動法人 なんとなくのにわ 通信 私たちの活動目的： 

日光市およびその周辺地区に居住する子ど

もおよび青少年等に対して学習や自立の支

援活動を行い、地域の人々が支える新たな

学びの場を作り出すことを目的とします。 

私たちの事業： 

① 子どもたちの自主性および自立性を尊重

した居場所の提供および学びの場の運営 

② 子どもたち一人ひとりに対応した、新た

なカリキュラムや学習内容の開発 

③ インターネットなどのＩＴ環境を活用し

た学びの支援 

④ 教育についての相談や情報提供活動 

⑤ 学校外で育つ青少年の自立に関する相談

および就労を支援する活動 

⑥ 自然環境の中での学びを作り出し、子ど

もたちに自然環境保全の大切さを啓発す

る活動 

なんとなくのへや 

 ２００４年秋、「なんにわ」設立の準備をしていた頃、「設立趣旨書」

という文がいちばん大切だよと誰かに言われた。何のためにＮＰＯ法

人を作るのかを数百字にまとめなければならない。その趣旨書を書

くときにお世話になった本の中の一冊だ。 

 この国で５、６年も生きていれば誰でも、何らかの形で学校に関

わった経験を持つ。だから、学校についてはいろんな意見がある。

学校の画一性、管理主義、制度の硬直化などを批判するのはやさし

い。けれど、そんな批判からはじまったはずの新自由主義的「教育

改革」は迷走状態となり、着地点を見いだせないままだ。本書は、学

校選択制、カリキュラムの個別対応などの問題点を整理し、教育に

ついて多面的に考える材料を提供している。『今進んでいる動きは、

道徳的な内面化を強化することで全体に一律の網をかけつつ、は

み出す者を個別化したケアの網の目に入れて無害化してゆく、そう

した仕組みである』というコメントは、「支援」という立場で教育に関わ

る私たちが、頭の片隅に置かねばならない警告だと思う。 

 「自分たちの、今しか考えていない」改革は結局長続きしないだろ

う。思いつきの議論ではなく、「私たちは、どんな未来社会を選択す

るのか」という問いかけから教育は再構築されなければならないとい

う著者の真摯な思いが伝わってくる本である。      （手塚郁夫） 


